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日本岩石鉱物鉱床学会,1989年度総会および講演会,

仙台市戦災復興記念館
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日本鉱山地質学会,第40回総会および年会,新橋住友

ピル(東京)
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日本地質学会,総会およびシンポジウム,横浜国立大

学(学術講演会は10月に宮山大学で)
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地震学会･地球電磁気地球惑星圏学会･日本火山学

会･日本測地学会･日本地球化学会･合同春季大会,

東京工業大学(大岡山)
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1990WestemPaci丘｡GeophysicsMeeting.

AGUおよび国内関連学会共催,金沢(会場は市内公

共施設),間い合わせ先:〒152目黒区大岡山2-12-1

東京工業大学理学都応用物理学教室本蔵義守助教授

TeL03-726-1111,ext.2341,アブストラクト締切

1990年2月14日
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BenthicForaminifera(第4回底生有孔虫国際シン

ポジウム),仙台市間合せ先;仙台市濡巻字青葉

東北大学理学部地質学古生物学教室高柳洋吉教授,
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日本地質学会,第97年学術大会,富山大学
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周收����瑩潮����極浯湂楯浩�牡��

ZatiOn.小田原市アジアセンタｰ,間い合わせ先:

〒102千代田区富士見1-9-20日本歯科大学歯学部

病理学教室須賀昭一Te1.03-261-8311
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1990年1月号

工SME-AI'90(Intemationa1SymposiumonMinera

Exp1oration:一TheUseofArti丘｡ia1Inte11igence,

1990)(鉱床探査のための人工知能国際会議),東京大

学山上会館･工業技術院筑波共用講堂,間い合わせ先

〒107港区赤坂9-6-41乃木坂ビル資源･素材

学会Te1.03-402-0541
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29thIntematiOna1Geo1ogica1Congress(第29回万

国地質学会議),国立京都国際会館,間い合わ喧先:

〒305筑波学園郵便局私書箱65第29回IGC事務局,
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Pム｡I亙IcRIM(Congress),Austra1ia.(AusIMM-
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GE0L0GIcALAssocIATI0N0亙｡ANADA/MIN鵬AL0GIcAL

Assoc工ATI0N0FCANADA(Ann.Mtg),Vancouver,

���慮�愬������測���お敲癩�琮�

���癥爬����㉁��

�㈰��

PACROFI皿(3rdPan-AmericanConferenceonRe-

searchonF1uidInc1usions),UniversityofT正｡nto,

Canada,(E.Spooner,PACROFI皿,Departmentof
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AMERICANGE0PHYsIcALUNI0N(Mtg､),Ba1timorel

Md.(AGU2000F1oridaAマe.N.W.,Washi㎎ton,

��㈰〰��

�㌭�

AMERIcANAssocIATI0N0fP蛆B0LEUMGE0L0GIsTs

�洮�朮�卡�牡�楳������假�

倮�����由��������

�㈸��

INTERNATI0NALMIN蝸AL0GIcALAssocIATI0N(15th�
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Acade㎜yofGeo1ogica1Sdences,Baiwa阯zhang
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CIRcm･PAc皿IcEN鵬GYANDMIN醐ALsREsoURcEs

�潮昮��湯���慷�����睡牴�楲��

Paci丘｡Comci1onEnergyandMinera1Resources,

5100West･heimerRoad,Houston,TX77056,U.S.
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INTERNATI0NALAssocIATI0N0fHYDR0GE0L0G工sTs

(Mtg),Lausa.nne,Switzer1and.(Aurさ1eParriaux,

LaboratoryofGeo1ogyEcolePo1tyechniqueF6dζ
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DE肝胴I舳IcRE亙凪｡Tエ0NpR0皿エNG(Mtgつ,Bay-

reuth,WestGemany.(C.Reichert,DEKORPPro一
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Com血ittee,ResearchSchoo1ofEarthSciences,

Austra1ianNationa1Uni∀ersity,P.O.Box4,Can-
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(F.Wiederstein,BM舶rLand.undForstwirt-

獣�晴���杲慰�獣����������牧慳�

㈬��㌰噩���畳�楡�

IASPEI(26thGenera1Asse㎜b1y),Vienna,Austria.
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ニュｰジｰランドからの手紙*

地質ニュｰスを毎号拝見しておりますが,愛読者とし

て,二,三,気のついたことを述べさせていただきます｡

御参考になれば幸いです｡

私はかつては地質調査所(以下GSと略称)の他の出

版物にも目を通しておりましたが,内容に特殊なものが

多く,私の興味と必ずしもマッチしないので,このごろ

はあまり見たくたってしまいまLた(もちろんこういっ

たからといって,それは他の出版物の種類や内容を批判

しているわげでは全くありません)｡一方地質ニュｰス

は,内容が専門外の人にも分るように書かれているだげ

でたく,写真も多く,また学術誌に論文としてはのせ難

い内容の記事(たとえば調査旅行記とか学会参加記だと)

も多くバラエティに富んでいて,楽しく読むことができ

ます｡官庁出版物が一般に無味乾燥と考えられている中

で,出色のものだと私は常に感じています｡世界の他の

GSの中で地質ニュｰスのような出版物を出していると

ころはないと思います｡その意味で大変ユニｰクたもの

であることは大いに誇ってよいことでしょう｡

最近GSとして編集委員会が確立されたようで編集委

員の氏名も載るようにたりましたが,今後一層の紙面改

善を期待しております｡希望を言わせて頂くと,私とし

ては目次の英訳がどこかに欲しいと思っています｡また

多分GSは日本で一番,世界中の地質関係出版物(教科

書を含む)を多数持っていると思いますが,その申の比

較的重要なものの書評や紹介があればありがたいと思い

ます｡USGSから毎月多数出る出版物の中の面白いもの

の紹介,その他国内国外の主要学会誌の論文の中の面白

い研究の抄録,だとも考えられます｡GSの研究者は数

も多く専門分野も多岐にわたっていますが,広い地球科

学関係の学間の進歩についての適切たレビュｰがあれぱ

ほんとうにありがたいと思います｡そのためには原稿待

ちでなく,ニュｰスという誌名にふさわしい積極的取材

活動を編集部に期待しております｡印刷部数がどの位な

のかは知りませんが,GSの出版物の中で一番読まれて

いることは間違いたいと信じられますので,それにふさ

わしい配慮と認識を出版主体であるGSに期待Lており

ます｡

河内洋佑(ニュｰジｰランド･オタゴ大学)

Geo1ogyDepart㎜ent,Uni∀.Otago,Box56,
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*タイトルは編集委員会でつげさせていただきました｡
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